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遊星面課長　法蓮英太郎
　　　　　　　　　　　　　　　第　2　直
　　　　〔エリスレウム海，マ1・ガリチフエル湾，オ1ロラ湾附近〕
　　　　　　　　　　　　　　　（100．v700）
　マ1ガリチフェル溜一この地匹で最も眼を牽く摸様は，メリデヤニ轡に西隣す
るマ1ガリチフエル湾であらう．南で損がり，北で細くなってみる圓錐形のこ
の入江は，8糎級の望遠鏡にも認め得られる模様だが，今回の二三には非常に淡
く，パンドラ海峡程ではなかったが，それでも，15糎で認めるのに骨が折れた
位，淡い存在であった．パンドラ海峡の消失した（叉は淡くなった）のと關聯し
てみるのかも知れない．形歌は37年度と大差無い様である．マiガリチフエル
溝に北記せるオキジや二瀬も，37年度に比し淡いのは否めない．マ1ガリチフ
ミ璽・とオ1ロラ湾に狡まれてるるエオス轟は，筆者の26糎にも二二に認め得
なかったが、ここより南東へ仲びてるるパイレ地方と同濃度に見られた．
　亙コロラ溝は，他の模様同様，37年度に：比し明らかに淡いが，マ1ガリtz三
遍豊よりは濃く見られた．37年，カプリ崎が明白だつた爲，恰も二個の黒斑の
集合の如く見られたオ1ロラ湾は，今回は，カプリ崎が不明だつた爲，二一の
大きい二様に見られた．
　南方へ行って，南半球特有の一品大陸アルジレ1，IIは，今回の一寸衝に於て明
瞭に認め得たが，豫想程冴えた色相を呈してみなV・のには案外の感を懐いた．，
丸形秋も判然とした図形でなく，周園の“海”と云はれる青荻色の部分が入り込
んで，一一帯にボヤツと輪廓の無い不定形を呈し℃おり，特に注目すべき事は，急
報にも獲表された如く，8月20日（中平良之介氏は18日より認めておられた由）
の箪者の観測に，エリスレウム海の南方，南極冠に北接し・て（尤も，球面の端
の近くだから，事實は相當離れてみる筈）長三角形の帯黄白色の撲がりが見られ
た事である．これが果して雲であるか，火星表面に直接起つた憂化であるか？
幾問で，其後天候の都合で確認し得なかったが，これに似た現象が，これ迄に
．駈詠の叡者によって同雌畷見され，アントーヤヂ氏はこの白色物質
にMons　Argenteus（Monsは山の意）と命名して，彼の著書“La　Pla蛇te
M・・s・畷表し洞書の火星士也圖に記載してみる．自防，スキヤバレリ氏が
1877年曝見したのを最初q1892靴はパ1ナ1ド，シ！ぺ1ル，ハセイ，
キャンベル諸氏が，1894年にはバ1ナ1ド，キヤンペル両氏が，1907年にはエ
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デイ氏が，そして1924年の大接近にはピ1ス，グラフ，G・フ1ニエ1，ビド
1ルトライスル，ケニセ，リヨ1，及アント＝ヤヂ諸氏が確認して居る・火．
圖上に於ける位置は30q－70。を中心としてみる．今回見られたのも略この位
に近い慮から見て，恐らくこのMons　Argenteusの出現だつた事と思はれる．
形状は1924年の場合に比し，細長く，逆三角形である黒占が異ってみる．
　北手続に移って，先づ35，37雨年度に5糎鏡の所有者にも明瞭に濃く見られた
アシダリウム海（北野球唯一の海）が，今回は像の北端1’C見えた爲でもあるが，
接近の初期の頃は26糎鏡にも蝕程注意せぬと認め得られなかった事で，これ1
全部の見取圖から伺ふ事が出隅る．これは後章に於て詳述するが，北極一結．
に先立って，北極附近から北半球の相當低緯度迄蔽ってみた廣三園の黄雲に
るものらしく，「極冠結成前黄雲が極附近を廣範幽に掩ぴ，これが四散すると
その跡に銀白色の極冠の結成が見られる」と云ふピケリング氏の読を裏書す
ことが出來た澤で，今回の劃衝での牧獲の一つであらう．このアシダリゥム
は，南孚球が地球に向く劉衝に於ては常に淡く見難くなるもので，この現象
1909年，1911年，1924年，1926年，1928年の各国衝に於ても認められてみる
實である．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嗣
節一この地臨一の太く濃励ンジ樋沖1は・今回は・37鞍砒して・1
太さも濃さも著しく，筆者の8月17・18雨日の見取圓嶺恰も“海”と云はれる麺
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分程の濃さと太さを呈してみるが，これはガンジス運河そのものが顯著になっ
たものでなく，ガンジス，イステル繭運河を境界とする細長い地方が著しく濃
慶を塘した爲と見られる．37年度にも，ガンジス，ヤムナ両運河に園まれた地
方（クサンテ地方）が濃くなったのとi封照して興味あるブイチユアである．
　改に矢張リオ1ロラ瀦に連ってみるペチス試着とそれの起黙を寵してみるイ
立遡が，今回も，37年度同様，全然認め得られなかった事である．この
叢話と泉とは，アントニヤヂ氏に依ると，大接近の際には特に濃く，全模様中，
最も濃く記録されてみるので，・筆者も26糎の全能力を墨して注意して見たが，
シ1イングが理想的でなかった故か知らぬが，全然認められす不思議に思って
みる．これは1924年度には，相當小さい口程にも認められてみるから，26糎鏡
には明瞭に見えるべき筈だが，見られなかった事は，鯨程氣候欺態が悪かった
カ、・或は清失したかによるものと思はれる．
　　　　　　　　　　　　　　　第　3匹
　　　　　　　　　　〔ソリス湖，タウマジや地方〕
　　　　　　　　　　　　　　（700～1200）
　報告毎に述べる様に，火星面としては最：も淋しい部分で，15糎鏡以下の小口
径には殆んど何等見るべきものがない．只，今回の晶晶は，南孚球が良く見ら
れたので，赤道以南に位置するソリス湖（俗に火星の“鼠戸”と云はれるもの）が
殆んどDiskの中央を通過するので，この地旺唯一の探究目標は，勿論，この
趣遡の分解に向けられた．
　庭が結果を見ると，正直な所，このソリス湖の分解は1937年度の方が塾よ
く繍された一と云ふ皮肉な結果になってみる．と云ふのは，低室の爲のシ
1イングの悪化もあるが，前田，渡邊雨氏の観測が無かった爲とも云へる．事
程左様に37年度に於ける爾氏の活躍は目良しいものだった．
　さて，ソリス湖と，その周園を通園むタウマジア地方の歌主は如何であった
か？　ソリス湖は勿論軍一の簡軍な蛇形をしてみるものではない事は，1937年
度に明瞭に判明してみたし，既に，ソリス湖が2－3の斑貼の集合から成ってみる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ事もよく判ってみたが，今回は恰度，Diskの中央を通過したので其正しい形
態を捉へたいと念願してみた．今回も矢張リソリスは斑黙の集合に見られた．
とれは25糎級では明らかに見られた事で，12糎を使用された京都の樋上敏一氏
も分離しておられる庭を見ると，淡いながらも，この斑貼の分離は，案外容易
だつた事が判る．これから推して，ロiエルやスキヤパレリ氏が輩なる圓い圓
形に見てみる事が妙に思へる．帥ち，使用口径の極限以上の細い二重運河を分
解してゐ乍ら，ソリスを軍なる圓形に見てみる矛盾さを，著者はどうしても解
き得ないのである．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今回の観測結果では・ソリス舶身は・吋琵琶湖を思はせる瓢箪形で・職
細長く，西に太く・大山一25。の線に滑ひ・．東西は80’から100。の位置を占めて
みる。そして差し詰め宇治川と思はれる位置に，ネクタル運河がある・但しヒ
のネクタル運河は宇治川の灘準々と伸びす・直ちlcエリスvウム1細て注恥
みる脚一報ってみる・ソリ醐は・ア・トニャヂ氏の耀圓によると渓
聯117號第90頁iC・thる如く・4つの斑瓢ヘリ働・ベスタ低地・フルゴリ・梅
地，フエビ低地）から成り・その先端（東端）に小さい2つの泉（タウリ泉，ルシ
う云ふ風になってみるが，今回の本會々員の観測では，上記フルゴリス，フ柔
ビス港）がある．’この2墨黒占は分離したが・ヘリ・ベスタ糸斑貼を1つに見，
又，小さい2つの泉は見落してみる．が，これはアントニヤヂ氏の使用望遠鏡の
口径が83糎であるのと比較すると見られなかった事も頷ける・このソリス湖の
分離に成功したのは岡林氏の32糎・樋上氏の12糎・筆者の26糎の3機であった
衣に・ソリ・湖を聴くタウマジア地方（熱澗側はエリスレウ織北
醐は・エ・・運河・・エニク醐・ノクス蓮河・チト⇒醐咽知・娩
方）に存在する運河の翻だが・こ繊・流石跨回の接近は・殆んど・蜘白勺
に四望し得た結果・37年度の追随を許さす・少く共3本の運河は確實にキャッ
チし得た事は，特筆すべき牧獲である．帥ちネクタルを始めとして右廻りに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リア・ブ・シヤ・ぺ・…オ・フ；1’　nスの3運河力獺にキヤツチ昧剛く
氏はこれ以外にカリドンを見ておられる．
メラ・・チト・ウ禰湖とフオエニシス押堀に・グルツと取巻かれ無形
筋門中に・“耀の眼玉”然撒ま販つたソリス枷鰍な顯噺・火
星観測の醜であらう・樹，このタウマジア地方1939年度の一応1ヒは，・リ
ス湖の南西：方ペシス港から北方フエ＝シス湖ヘフエ1シス運河が復活した尊
で・・の運河は・1909勒ら1924靴除いて近年認められぬ位淡くなってみた
もので，今回20早暁に明らかに見られた．
ソリスの南方・南概取雀くe“TストレP晦の詳細許ヤツチ出來輪つ
た．
・s〈　tC反照の蹴球運河地帯一郭は・徽も言己した撫Disk町卓諾近く
・になり・殆んど観測絶望の状態であった・伺・この附近のDetailは37年目の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，特に渡邊恒夫氏の観測に詳細に記銀されてるる．
只一つ錐意すべき現象は・晒蝋里塾1鋪伽ン闇流醐・白く輝
V・てるた事であらう．（離党）
　　　　　　　　　　　　　　御　　願　　ひ
　都合により，野分の間，急ぎの郵便物は皆，下記へ願ひます：
　　　　　　　　　　滋賀縣　草津町　　　山　　本　　一　　7背
